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2025 年度 CPD 協議会運営委員会第３回目 議事録 

 

日時：2025 年 8 月 27 日（水）9:30～10:15 

場所：ZOOM 会議 

出席者：五十嵐仁一 CPD 協議会会長 

高木真 CPD 協議会副会長（CPD プログラム委員長） 

原龍雄委員（広報委員長） 

奥津良之委員（ECE ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員長） 

渡邊誠委員 

松岡徹委員（幹事） 

石原直委員 

竹内章晃（事務局） 

欠席者：本多敏 CPD 協議会副会長 

 

議題： 

1. CPD 運営委員会予備会議 2 回目議事録の確認 

2. 2025 年度 CPD 協議会第 1 回公開シンポジウムの開催案について 

 

配布資料 

1．CPD 運営委員会予備会議 2 回目議事録 

 2．2025 年度第 2 回ＣＰＤ協議会全体会議資料 

 ①2025 年度第 1 回ＣＰＤ協議会全体会議議事録 

 ②2025 年度第 1 回ＣＰＤシンポジウムプログラム案１ 

 ③2025 年 8 月 27 日 土木学会報告 

 ④2025 年 8 月 27 日 建設系ＣＰＤ協議会技術士会ＣＰＤ活動 

 ⑤ECE プログラム教育概要 

 ⑥No21_CPD 一口メモ内容＿広報委員会 

 ⑦-1 第 6 回世界エンジニアリングデー記念シンポジウム開催報告 

 ⑦-2 第 7 回世界エンジニアリングデー記念シンポジウム準備状況 

 ⑧CPD 協議会会員学協会のＣＰＤ情報（日本工学会ＨＰ掲載内容） 

 

 

打合せ内容 

1. 事前送付されている前回開催（8 月 12 日）CPD 運営委員会予備会議 2 回目議事録を確認した。 

 

2. 2025 年度 CPD 協議会第 1 回公開シンポジウムの開催案の最終確認 



 

開催日時：2025 年 11 月 21 日（金）9 時 30 分～11 時 40 分 

テーマ ：生成 AI が切り拓く学びの未来 工学人材の生涯教育に向けて 

基調講演：人口知能学会会長 慶應義塾大学教授 栗原聡氏 

講演Ⅰ：京都大学 大学院教育学研究科教授 明和政子氏 

講演Ⅱ：富士通株式会社 富士通研究所 九州大学マス・フォア・インダストリー研究所    

    穴井宏和氏 

   司会：高木副会長 

   開会挨拶：五十嵐会長 

   パネリスト：栗原教授、明和教授、穴井氏 

   モデレータ：本多副会長（当日はベトナムからウエビナー参加） 

     閉会挨拶：高木副会長 

 

なお、五十嵐会長から以下の報告があった。 

  開催案内の趣意書は生成ＡＩを使用して作成した。 

  過去数年の実施ない内容を読み込ませた結果を引用した。 

  出来上がり内容には修正を加えるような点はみつからない。 

  従来にない手法で作成した趣意書である為、何か気持ちが悪いがこのまま使用する。 

  各講演者に対しては、事務局からこの趣意書にご自身の講演内容を完成してもらう。 

  生成 AI を使用した学習では従来までの自分で考える行為が減ることで、これを繰り返すと   

  脳の発達などにも影響がある等と明和教授も指摘されており、講演ではこのような問題点につ

いて触れてもらえると思う。 

五十嵐会長から第 1 回公開シンポジウムの内容に関する説明があり、運営委員会では了承された。

これを受け、本日 10 時 30 分から始まる 2025 年度第 2 回ＣＰＤ協議会第 2 回全体会議で、この内

容を報告し、全体会議でのコメントを受けて、最終案として固める。 

 

3．ＣＰＤ協議会全体会議の開催方法について 

 ・2019 年以前のＣＰＤ協議会では公開シンポジウムと全体会議を同時にリアル開催していたこと

が確認された。 

・2020 年以降コロナ禍により、リアル開催は全て中止。その一方、運営会議や公開シンポジウム

は Zoom 会議で復活したが、ＣＰＤ協議会全体会議は書面開催に留まり、委員各位との意見交

換の場がない点が問題と考えられる。 

・公開シンポジウムや全体会議を一部リアルにするハイブリッド方式にすることも考えられるが、

会場費用及び事務局負担がかなり多くなり、実施は難しい。 

・そこで、今回 8 月に開催する全体会義を次年度以降も Zoom 会議或いは Zoom 会議トリアルの

ハイブリッド方式で定着させてはどうかとの提案があり、本日の全体会議で五十嵐会長から提

案頂くことにした。 

 


